
 

 

 

 

「ネットリテラシー講座」を受講して 

校長 今福 教子 

 先日、千葉県警千葉北警察署と青少年サポートセンター、北署管内の小中学校の校長が一堂に会

し、児童生徒の安全と健全な育成を目指す「千葉市学校警察連絡委員会」が行われました。情報交

換や講師を招聘しての講座など、毎回学ぶことの多い研修会です。 

今回は、千葉市から委託されてネットパトロールやインターネットトラブルの相談を行っている

会社による「ネットリテラシー講座」でした。現在、子供のインターネットを介してのトラブルが

後を絶ちません。そしてそれは、年々低年齢化しているのが現状です。現代社会を生きる子供たち

の安全を守るために大変重要であると実感しました。小学生にかかわる主な内容について皆様と共

有させていただきたいと思います。 

子供同士のコミュニケーショントラブル 

 言葉のちょっとした行き違いや勘違い、すぐに返信をしないことなどから起こるトラブル。 

＜対処法＞ 

 ・直接会話する ・問題のあった個所を確認する ・相手の立場を考えて発言する 

インターネット依存 

様々な「仕掛け」と「脳の仕組み」から依存していく。 

＜脳の仕組み＞ 

脳が好きなこと①新しいこと・・・新しい知識や情報、社会情勢を知る 

脳が好きなこと②～かもしれない・・・「大事な連絡かもしれない」「欲しかった商品が発売されているか

もしれない」「友達がＳＮＳを更新しているかもしれない」 

＜大切な考え方＞ 

  ・アプリケーションは「ハマる」ようにできている 

 ・ＳＮＳには脳の好きなものがあふれている 

 ＜対処法＞ 

    ・自分のスマートフォンの利用時間を知る  ・勉強や仕事の時はスマートフォンを遠くに置く 

・画質を白黒にする  ・寝るときはスマートフォンを近くに置かない 

段階に合わせたルール作り 

＜一般的な家庭のルール（例）＞ 小・中学生は親からルールを作成していく 

  ・利用する時間を決める  ・利用する場所を決める  ・暗証番号は親が管理する 

  ・サイトに登録する場合は事前に親に相談する  ・お金のかかる場合は事前に相談する 

  ・名前や顔写真、学校名などは書き込まない ・知らない人のメールに返信しない 

  ・他人の悪口を書き込まない  ・月に一度、利用状況を保護者と確認する 

  ・ルールを破ったら、一時利用停止とする 

トラブルに巻き込まれないために子供たちができること 

 〇一度立ち止まって、考えてから使用する。 

 〇周囲と協力し、気付ける環境を作る。 
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家庭数配付 

それを知った上で、どう対策するか 

振り回されるのではなく 

上手に活用する側に 


